
10
月
17
日
、
18
日
の
２
日
間
、

札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て

平
成
27
年
度
日
臨
技
北
日
本
支

部
医
学
検
査
学
会(
第
4
回)

が

開
催
さ
れ
ま
す
。 

テ
ー
マ
『
良
知
良
能
を
刺
激
す

る 

～
い
ま
、
臨
床
検
査
技
師
の

使
命
を
考
え
よ
う
！
』
を
掲
げ
て

昨
年
か
ら
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
近
年
は
チ
ー
ム
医
療
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
お
り
、
日
臨

技
で
は
、
臨
床
検
査
技
師
の
チ
ー

ム
医
療
参
画
の
質
的
向
上
を
目

指
し
「
検
査
説
明
・
相
談
の
で
き

る
技
師
育
成
」
を
全
国
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
「
臨
床
検
査

技
師
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
診
療
の
補
助
と
し
て

「
検
体
採
取
」
の
業
務
が
追
加
さ

れ
、
臨
床
検
査
技
師
が
チ
ー
ム
医

療
で
担
う
役
割
は
益
々
大
き
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
学
会
が
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
臨
床
検

査
技
師
と
し
て
備
え
て
い
る
知
恵

と
才
能
（
良
知
良
能
）
を
刺
激
し
、

今
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
再

認
識
す
る
機
会
と
な
る
こ
と
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。 

一
般
演
題
は
165
題
、
初
日
は

午
前
10
時
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
特
別
講
演
Ⅰ
と
し
て
、
札
幌

医
科
大
学
附
属
病
院
神
経
再
生

医
療
科
教
授
の
本
望 
修
先
生
に

「
骨
髄
幹
細
胞
を
用
い
た
脳
梗
塞
、

脊
髄
損
傷
の
再
生
医
療
」
と
題
し

て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
特
別
講

演
Ⅱ
は
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
漫
画

「
義
男
の
空
」
の
作
者
・
エ
ア
ー
ダ
イ

ブ
代
表
取
締
役
の
田
中
宏
明
先

生
に
「
逆
境
が
生
む
創
造
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の

他
多
く
の
特
別
企
画
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
既
に

配
付
し
て
お
り
ま
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

集
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
関
係
各
社
の
協
賛
に
よ

り
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
、
機
器

試
薬
展
示
会
も
盛
大
に
開
催
い

た
し
ま
す
。
展
示
会
場
で
は
日
臨

技
出
版
物
他
の
学
術
書
販
売
も

行
い
ま
す
。
一
方
で
は
、
高
校
生

の
た
め
の
学
会
見
学
ガ
イ
ダ
ン
ス

も
実
施
予
定
で
す
。 

１
日
目
夜
の
情
報
交
換
会
は
、

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
内
で
行
い

ま
す
。
札
幌
地
区
役
員
の
企
画
に

よ
り
あ
っ
と
驚
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

学
会
の
締
め
は
日
臨
技
の
宮
島

会
長
に
よ
る
講
演
「2025

年
に
向

け
て
の
“
決
断
”
と
は 

～
検
体
採

取
の
先
に
あ
る
も
の
は
～
」
で
す
。

日
進
月
歩
の
医
療
の
中
で
今
一
度

原
点
を
見
つ
め
て
、
臨
床
検
査
の

基
盤
と
な
る
部
分
を
残
し
、
未
来

に
向
け
た
新
た
な
視
点
を
北
日

本
支
部
会
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
る
学
会
に
し
ま
し
ょ
う
！ 

北
臨
技
担
当
に
よ
る
初
の
北

日
本
支
部
学
会
で
す
。
東
北
各

県
か
ら
は
る
ば
る
参
加
さ
れ
る

方
々
と
共
に
学
び
、
交
流
を
深
め
、

た
く
さ
ん
の
収
穫
と
思
い
出
を
持

ち
帰
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
北
臨
技
会
員
の
皆
さ

ん
の
熱
意
と
情
熱
で
学
会
を
盛
り

上
げ
、
成
功
に
導
い
て
く
だ
さ
い
。

多
数
の
参
加
と
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

（
学
会
実
行
委
員
会
） 
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第 190 回講習会「血液疾患と染色体検査」終了報告 

平成 27 年 8 月 22 日（土）札幌医科大学にて、第 190

回北臨技講習会「血液疾患と染色体検査～主に骨髄異

形成症候群について～」を受講者 50 名の参加で開催し

ました。午前は MDS の診断に必要な形態異常の解説

と病態を関する講義と、染色体検査解析の講義があり

ました。午後の実技講習では、初の試みとなる染色体

の実技講習があり、日常行うことの出来ない検査に受

講者が興味津々に真剣に取り組まれていたのが印象的

でした。他にも塗抹標本作成の実技、シニア・ジュニ

アに分かれて鏡検実習など多くの企画を行った講習会

となり終了後のアンケートも高評価をいただき、大変

有意義な講習会であったと思います。 

（血液遺伝子染色体部門員 橋本 広昭） 

北日本支部医学検査学会特別企画ご紹介③ 

・教育セミナー・ 
１．輸血  輸血検査のトラブルシューティングと赤血

球型検査ガイドライン改訂のポイント 
２．微生物 薬剤耐性菌検出のポイントとテクニック 
３．臨床化学 日常検査でみられた特異現象の解明経験 
４．血液  血液形態検査標準化普及に向けて 
５．病理  東日本大震災の記憶 

・シンポジウム・ 
 生理検査室戦略 ～各規模病院の立場から～ 

・Ｒ－ＣＰＣ・ 
信州大学方式のルーチン検査の読み方・考え方について 

・感染症カンファレンス・ 
医師・検査技師それぞれの視点から症例を読み取ろう 

・日臨技企画・ 
１．日臨技尿沈渣形態(赤血球)講習 
２．2025 年に向けての“決断”とは 

・北日本支部企画・ 
東日本大震災から 4 年、現状と今後～検査技師の支援 

・北臨技企画・ 
医療安全研修会 
１．採血合併症のリスクヘッジ～神経損傷とＶＶＲ～ 

２．「医療事故調査制度」って何なんだ？ 

☆求人情報☆ 

1)室蘭市 病院 正職員 35 歳位迄 
病理検査業務  
(細胞検査士有資格 or取得希望者) 

2)札幌市北区 大学病院 
契約職員(5年間) 2名募集 60歳迄  
本人可能業務に配置 宿直有 

※詳細は北臨技事務所まで 

北
日
本
支
部
医
学
検
査
学
会
（第
４
回
）い
よ
い
よ
開
催
！ 

 
情報交換会で待つ！ 


